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薬用酒
医薬品

服用に際して、必ずこの説明文書をお読みください。
また、必要な時に読めるように大切に保管してください。

◇10種類の植物生薬をアルコールに浸け、エキスが自然な形で溶け込んだ薬用酒です。
◇ 1回の服用量が10mLと少なく、深みのある味と香りの飲みやすい薬用酒です。
◇生薬とアルコールの相乗効果によって、冷えの解消や胃腸の調子が優れないとき、疲れ
がたまっているときなどに効果的です。
◇特に、冷えの改善には血行を良くし、身体を温める作用をもつ生薬である紅花（コウカ）、
桂皮（ケイヒ）や丁子（チョウジ）を配合しています。また、強壮効果に優れた生薬として
人参（ニンジン）他を配合しています。

使用上の注意
してはいけないこと

（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用・事故が起こりやすくなります）
1. 次の人は服用しないでください

手術や出産直後の人。
（血行を促進する作用がある）

2. 服用後、乗り物または機械類の運転操作や危険な作業をしないでください
（アルコール分が含まれているため）

相談すること
1. 次の人は服用前に医師または薬剤師に相談してください
（1）医師の治療を受けている人。
（2）妊婦または妊娠していると思われる人。
（3）授乳中の人。
（4）本人または家族がアレルギー体質の人。
（5）薬によりアレルギー症状を起こしたことがある人。
（6）アルコールに過敏な人。
2. 次の場合は、直ちに服用を中止し、この文書を持って医師または薬剤師に相談してください
（1）服用後、次の症状があらわれた場合。

関係部位 症 状
皮 ふ 発疹・発赤、かゆみ
消 化 器 胃部不快感

（2）1ヵ月位服用しても症状がよくならない場合。
3. 次の症状があらわれることがありますので、このような症状の継続または増強がみられ
た場合には、服用を中止し、医師または薬剤師に相談してください
下痢。
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●効能・効果
次の場合の滋養強壮：
冷え症、胃腸虚弱、肉体疲労、虚弱体質、病中病後、食欲不振、血色不良
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製造販売元

製造元
日東薬品工業株式会社
本社　京都府向日市上植野町南開35-3
工場　京都府福知山市長田野町2-62-2 A

●用法・用量
次の量を付属の計量カップにとり、 1日 3回食前または就寝前に服用してください。
年齢 1回量 1日服用回数

＊左記イラストはイメージ図です。
服用の際は必ず計量カップ横の目
盛を確認してください。

成人 10ｍL 3 回

〈用法・用量に関連する注意〉
1. 用法・用量を厳守してください。
2. 付属の計量カップを使用し、ビンから直接服用しないでください。
3. 計量カップはご使用のつど、水洗いなどして清潔に保管してください。
4. 未成年者は服用しないでください。

●成分・分量
本品 1日量（30ｍL）中に次の成分を含んでいます。
日局ブクリョウ ……………… 268.7mg 日局ケイヒ ………………………96.7mg
日局コウカ …………………… 256.3mg 日局チョウジ ……………………96.7mg
日局ウイキョウ ……………… 193.7mg 日局モッコウ ……………………96.7mg
日局サンヤク ………………… 112.5mg 日局インヨウカク ………………87.5mg
日局ニンジン …………………… 100mg 日局ボウフウ ……………………87.5mg
アルコール分 14％
添加物として日局エタノール、日局白糖を含有します。

●保管および取扱い上の注意
1. 直射日光の当たらない涼しい所に密栓して保管してください。
2. 小児の手の届かない所に保管してください。
3. 誤用をさけ、品質を保持するため、他の容器に入れかえないでください。
4. 使用期限を過ぎた製品は服用しないでください。なお、使用期限内であっても、
開封後は品質保持の点からなるべく早く服用してください。

5. 服用時の気温や液温等により、味や香りが異なるように感じることがあります
が、品質に変わりありません。

6. 本剤には生薬が配合されておりますので、まれに沈殿を生じることがあります
が、品質に変わりありませんので、そのまま服用してください。

7. 本剤には糖分が含まれておりますので、口部に本剤が付着したままキャップを
締めますと開かなくなることがあります。服用のつど、ビンの口をよく拭いて
からキャップをしっかり締めてください。

お問い合わせ先
本製品内容について、何かお気付きの点がございましたら、
お買求めのお店または下記までご連絡いただきますようお願い申し上げます。


